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「すべての人を一つにしてください」
	 「また、彼らのためだけでなく、彼らの言葉によってわたしを信じ

る人々のためにも、お願いします。父よ、あなたがわたしの内に
おられ、わたしがあなたの内にいるように、すべての人を一つにし
てください。彼らもわたしたちの内にいるようにしてください。そ
うすれば、世は、あなたがわたしをお遣わしになったことを、信じ
るようになります」	 （ヨハネ17：20、21、新共同訳）

	 「わたしは彼らのためばかりではなく、彼らの言葉を聞いてわたし
を信じている人々のためにも、お願いいたします。父よ、それは、
あなたがわたしのうちにおられ、わたしがあなたのうちにいるよう
に、みんなの者が一つとなるためであります。すなわち、彼らをも
わたしたちのうちにおらせるためであり、それによって、あなたが
わたしをおつかわしになったことを、世が信じるようになるためで
あります」	 （ヨハネ17：20、21、口語訳）

	 ヨハネ17：1～26、Ⅰヨハネ5：19、ヨハネ13：18～30、
	 ヨハネ5：20～23、マルコ9：38～41、黙示録18：4、Ⅰヨハネ2：3～6

	 今週のテーマ	
　ヨハネによる福音書は、裏切りと死が差し迫っていたイエスの関心
事が何だったかを教えています。極めて重要なヨハネ13章～17章

にはイエスの最後の教えがあり、「大祭司の祈り」（同17章）と呼ばれるもので締
めくくられています。
　「それは適切な呼称である。この祈りの中で主は、御自分を献

ささ

げ物としてささげ、
祭司であると同時にいけにえです。それは、献げ物が提供される者たち（2階座
敷にいた者たちや、彼らのあかしを通して、信仰に入る者たち）に代わっての祈
りである」（Ｆ・Ｆ・ブルース『ヨハネによる福音書』328ページ、英文）。
　この祈りの中心を成すのは、弟子たちや、のちにイエスを信じることになる者た
ちの一致への関心です。これが祈りの鍵でした―「彼らのためにお願いします。
世のためではなく、わたしに与えてくださった人々のためにお願いします。彼らは
あなたのものだからです。わたしのものはすべてあなたのもの、あなたのものはわ
たしのものです。わたしは彼らによって栄光を受けました」（ヨハ17：9、10）。
　教会の一致、つまりキリストにおける一致に関する有意義な議論も、この祈り
に細心の注意を払わなければ、完全なものとはなりません。イエスは何のために、
だれのために祈られたのでしょうか。それは私たちにとって、どのような意味があ
るのでしょうか。
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19第 3課　「すべての人を一つにしてください」

	日曜日	 御自分のために祈られるイエス	10/14

　この大祭司の祈りは、三つの部分に分かれています。最初に、イエスは御自分
のために（ヨハ17：1～ 5）、次に弟子たちのために（同17：6～19）、最後にの
ちに彼を信じる者たちのために（同17：20～ 26）祈っておられます。
　ヨハネ17：1～ 5を読んでください。イエスはまず、御自分のために執り成し
をなさいます。ヨハネによる福音書に記されている先に起きた出来事の中で、イエ
スは、御自分の時がまだ来ていない、と述べておられました（ヨハ 2：4、7：30、8：
20参照）。しかし、今や御自分が献げ物となる時が来ていることを知っておられま
す。地上における彼の人生の劇的結末の瞬間が訪れたのです。そしてイエスは、
御自分の使命を果たすために力を必要としておられます。祈るべき時です。
　たとえそれが十字架を耐えなければならないことだとしても、イエスは父なる神
の御心を行うことで、神に栄光をお与えになるでしょう。イエスが十字架をお受け
入れになるのは、ある種の運命論などではありません。むしろそれは、父なる神か
ら与えられた権能を彼がいかに用いられたかという事実の中にあります。彼は殉教
者の死を遂げられたのではなく、御自分の受肉の理由を成就すること（この世の
罪のために十字架で犠牲的死を遂げること）によって、父なる神に自ら進んで栄
光をお与えになりました。

問1	 ヨハネ17：3によれば、永遠の命とは何ですか。神を知るというのは、
どういうことでしょうか。

　イエスは、永遠の命とは私たちが個人的に神を知ることの中にある、とおっしゃ
います。これは、行いや知識による救いではありません。それは、イエスが私たち
のために十字架で成し遂げられたことのゆえに、主を知る体験のことです。この知
識は、父なる神との個人的関係を通して与えられます。私たち人間は、知識とい
うものを事実や詳細な情報に限定する傾向がありますが、イエスがここで意図して
おられるのは、もっと深い、もっと充実したもの、つまり神との個人的関係のことで
す。イエスの初臨の目的は、より意義深い、人を救う神の知識と、そのような知識
がもたらす相互の一致を探し求めることにおいて、人類を導くことでもありました。

◆　神について知ることと、神を個人的に知ることとの違いは何ですか。
神を知る助けとなったどのような体験を、あなたはしたことがありますか。

問1
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	月曜日	 弟子たちのために祈られるイエス	10/15

　ヨハネ17：9～19を読んでください。イエスは次に、弟子たちのために祈られ
ます。彼らは、イエスが肉の様ではもはや一緒にいられなくなる数日後に、主に対
する信仰を失う深刻な危機に直面していたのです。それゆえ、イエスは彼らを父
なる神の配慮に託されました。
　イエスの祈りは、この世において彼らが守られるようにというものです。ですから、
イエスはこの世のためには祈られません。この世は父なる神の御心に本質的に反
していることを、ご存じだからです（Ⅰヨハ 5：19）。しかしこの世は、弟子たちが
働く場所なので、イエスは、彼らがこの世の悪から守られるようにと祈られました。
イエスはこの世のことを気遣っておられます。確かに、彼はこの世の救い主なので
す。しかし福音の宣布は、出て行って福音を宣べ伝える者たちのあかしに直結し
ています。そのようなわけでイエスは、悪い者が彼らを負かすことがないよう（マ
タ6：13）、彼らのために執り成す必要があったのです。
　しかし、1人の弟子は打ち負かされました。その日の夕方、イエスは、弟子たち
の中の1人が彼を裏切る決心をした、とすでに言っておられました（ヨハ13：18
～ 30）。イエスは、聖書がユダの裏切りを予告していた事実に言及されたのです
が、ユダは運命の犠牲者ではありませんでした。最後の晩餐の最中に、イエスは
愛と友情の態度で彼の心に訴えかけられました。「過越の晩餐の時に、イエスは
反逆者の意図をばくろすることによってご自分の神性を証明された。イエスは、弟
子たちにお仕えになった時に、やさしくユダもその中に加えられた。しかし最後の
愛の訴えは無視された」（『希望への光』1054ページ、『各時代の希望』下巻
221ページ）。
　これまで時折そうであったように、ねたみや嫉

しっ

妬
と

が弟子たちを仲違いさせること
を知っておられたイエスは、彼らの一致を祈り求められました。「聖なる父よ、わ
たしに与えてくださった御名によって彼らを守ってください。わたしたちのように、
彼らも一つとなるためです」（ヨハ17：11）。そのような一致は、人間には実現で
きません。それは神の恵みの結果、賜物でしかありえません。弟子たちの一致は、
父なる神と子なる神の一致に基づいており、このような一致が、将来の効果的な
奉仕のために不可欠な必要条件なのです。
　真理に対する彼らの聖別や献身も、奉仕には不可欠です。神の恵みは弟子た
ちの心に働きかけ、その心を変えることでしょう。しかし、もし彼らが神の真理を
あかししたいのであれば、彼ら自身が真理によって変えられなければなりません。

◆　私たちや私たちの人生にとり、「この世に属していない」とは、どうい
う意味ですか。どのように私たちを「この世に属さない生き方」にするの
でしょうか。
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	火曜日	 「わたしを信じる人々のために」	10/16

　イエスは御自分の弟子たちのために祈られたあと、その祈りを広げて、「わたし
を信じる人々」（ヨハ17：20）も含められました。
　ヨハネ17：20～ 26を読んでください。父なる神と子なる神が一つでおられる
ように、未来の信者も一つになるようにと、イエスは祈られました。ヨハネによる福
音書のいくつかの箇所で、イエスは父なる神と子なる神の一致に触れておられます。
おふたりは互いに独立して行動することがなく、何をするにも常に一致しておられ
ます（ヨハ 5：20～ 23）。おふたりは、父なる神がこの世のためにわが子を進ん
で与えようとされたほど、堕落した人類に対する愛を持っておられ、子なる神も進
んで御自分の命を人類のために与えられました（同3：16、10：15）。
　イエスがこの祈りの中で言っておられる一致は、父なる神と子なる神との間のよ
うに、愛と目的で一致することです。「互いに愛し合うならば、それによってあなた
がたがわたしの弟子であることを、皆が知るようになる」（ヨハ13：35）。愛による
このような一致をあらわすことで、彼らとイエス、彼らと父なる神とのつながりを公
に立証することになるのです。「彼らの純粋な一致を見せることは、福音の真理に
対する説得力のあるあかしとなるはずである」（アンドレアス・Ｊ・ケステンバーガー
『ヨハネによる福音書』〈ベイカー新約聖書釈義注解書〉498ページ、英文）。こ
のようにして、イエスが救い主であることをこの世は知るのです。言い換えれば、
イエスが祈り求められたこの一致は、目に見えずにはいられません。もしこの世が
神の民の中に愛と一致を見ることができないなら、どうして福音が真実だと確信で
きるでしょうか。
　「神は、一つの民が永遠の真理という土台の上に完全に一致して立つように導
いておられる。……神は、御自分の民がみな信仰の一致に至るように意図してお
られる。十字架にかかる直前のキリストの祈りは、主が父なる神と一つであるように、
弟子たちが一つになり、父なる神がキリストを遣わされたことをこの世が信じるよ
うになることだった。この感動的ですばらしい祈りは、多くの時代を経て、今日に
至るまで伝わっている。なぜなら、キリストの言葉は、『彼らのためだけでなく、彼
らの言葉によってわたしを信じる人々のためにも、お願いします』であったからだ。
キリストの弟子と称する者たちは、自らの生活の中でこの祈りに応えようと、いかに
熱心に努めるべきであろうか」（『教会への証』第4巻17ページ、英文）。

◆　ここで述べられているような一致を実現するために、私たちは自分の
生活や教会の中でどんなことをしていますか。もし私たちが教会の一致を
望むのであれば、なぜある程度の自己犠牲は不可欠なのですか。
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	水曜日	 クリスチャンの間における一致	10/17

　マルコ9：38～ 41、ヨハネ10：16を読んでください。アドベンチストは、自
分たちの教派の一致に直接適用されるものとして、ヨハネ17章の祈りを理解して
います。三天使のメッセージをこの世に伝える使命を果たすために、教会として
一致しなければなりません。この点に関して、異論はほとんどありません。
　しかし、ほかのクリスチャンたちとの一致についてはどうでしょうか。イエスの祈
りに照らし合わせるなら、私たちはどのように関わりを持てるでしょうか。
　間違いなく、神が忠実な人々をほかの教会の中にも持っておられると、私たち
は信じています。加えて、神がバビロンの中にさえ忠実な信者を持っておられると、
聖書が明らかにしています―「わたしの民よ、彼女から離れ去れ。その罪に加わっ
たり、その災いに巻き込まれたりしないようにせよ」（黙18：4）。
　同時に私たちは、黙示録によれば、キリストの名を名乗る者たちの間で大きな
背教があること、また終わりの時に偽クリスチャンが互いに結合したり、国と結合
したりして、黙示録13：1～17に描かれている迫害をもたらすことも知っていま
す。それゆえにアドベンチストは、教会一致運動に見られるような、他教会との一
致への呼びかけに関わることにかなり慎重を期してきました。
　では、私たちは他教派とどのように関係を持つべきなのでしょうか。エレン・Ｇ・
ホワイトは、少なくともこの具体的問題について、ほかのクリスチャンたちと協働す
るアドベンチスト教会について、次のように記しています。「人間が自分の意志を
神の意志に従わせるとき、聖霊は、御自分が助ける人たちの心に印象を与えてく
ださる。私たちは女性クリスチャン禁酒同盟の働き人を避けるべきではないと、私
は示された。絶対禁酒のために彼女たちと一緒になることによって、私たちは安息
日順守に関する立場を変えないし、禁酒という問題に関する彼女たちの立場に対
して感謝の気持ちをあらわすことができる。扉を開き、禁酒の問題において私たち
と一緒になるように彼女たちを招くことで、私たちはこの方針における彼女たちの
助けを得ることができるし、彼女たちは、私たちと一緒になることによって、聖霊
が彼女たちの心に印象づけたいと待っておられる新しい真理を耳にすることになる
だろう」（『福祉伝道』163ページ、英文）。
　エレン・Ｇ・ホワイトが扱っているのは、特定の時代の特定の問題ですが、彼
女は、ほかのクリスチャンたちとの関わり方（とりわけ、働きのために協力するとい
う問題）について、私たちが従うことのできる原則を与えています。
　第一に、共通の社会的関心事について働くことができます。第二に、もし私た
ちが彼らと一緒になるのであれば、私たちの信仰や習慣を妥協させない形でそう
しなければなりません。第三に、私たちはこの「一致」を用いて、これまで祝福さ
れてきた貴重な真理をほかの人に伝えることができますし、そうすべきです。
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	木曜日	 愛によって共有する一つの愛	10/18

　イエスはヨハネ17：3において、永遠の命とは神を知ることである、と言われま
した。Ⅰヨハネ2：3～ 6を読んでください。一般的に、現代社会に住む人々は、
自分自身を法律に従う市民と呼びたがりますが、その同じ人たちが、神の律法を
守る聖書的な義務をしばしば重視しません。神の恵みが神の掟を廃止したのだ、
と言う人さえいます。しかし、それは聖書的な教えではありません。「掟を守ることは、
神を知るための条件ではなく、私たちが神／イエスを知っており、彼を愛している
ことのしるしなのである。それゆえ、神の知識は理論的知識ではなく、行動に結び
つく知識である」（エッケハルト・ミューラー『ヨハネの書簡』39ページ、英文）。
　イエス御自身が次のように強調なさいました。「あなたがたは、わたしを愛して
いるならば、わたしの掟を守る。……わたしの掟を受け入れ、それを守る人は、
わたしを愛する者である」（ヨハ14：15、21）、「このことから明らかなように、わた
したちが神を愛し、その掟を守るときはいつも、神の子供たちを愛します。神を愛
するとは、神の掟を守ることです。神の掟は難しいものではありません」（Ⅰヨハ 5：
2、3）。
　ヨハネ13：34、35を読んでください。隣人を愛しなさいという命令、それ自体
は、新しくありませんでした。神がモーセに与えられた教えの中にも見いだすこと
ができます（レビ 19：18）。新しい点は、弟子たちに対するイエスの命令が、「わ
たしがあなたがたを愛したように」愛しなさい、と命じているところです。イエスの
自己犠牲の愛の模範が、クリスチャン共同体にとっての新しい倫理なのです。
　私たちの前に、なんとすばらしい基準が設けられたことでしょう！　イエスの人
生は、行動による愛の実際的証明でした。その恵みの働き全体が、愛と自己否定
の継続的な一つの奉仕、自己犠牲的な努力なのです。私たちは、キリストの人生
が他者の幸福のための愛と自己犠牲の絶え間ないあらわれであったと想像できます。
キリストを突き動かしていた原則が、彼の民が互いに接する際の動機になるべき
です。そのような愛は、この世にとってどれほど説得力のあるあかしになることでしょ
う。そのような愛はまた、私たちの一致のためのどれほど強い力をもたらすことでしょ
う。

◆　イエスがあらわされたような、他者に対する自己犠牲的な愛を、私た
ちはどうしたらあらわすことができるようになるのでしょうか。
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	金曜日	 さらなる研究	10/19

　参考資料として、『各時代の大争闘』第25章の小見出し「政権と教権の提携」
と「アメリカと獣の像」以下の文章を読んでください。

　「セブンスデー・アドベンチスト教会は、多くの地域教会を持つ世界的な教会
であるが、アドベンチストは、キリストの普遍的教会であると主張しない。普遍的
教会は、いかなる教派よりも広範囲にわたるものである。それは、イエスを信じ、
彼に従う者たちで構成されている限りにおいて、目に見えるものでもあれば、目に
見えないものでもある。この神学的な問題は、黙示録で強烈に取り上げられてい
るクリスチャンの間の背教を考慮に入れるとき、際立ってくる。黙示録12章の純
粋な教会は、黙示録17章の『淫婦』、大いなる町バビロンと対比されており、そ
れらは次に、黙示録 21章、22章において、小羊の花嫁、聖なる都、新しいエ
ルサレムと対比されている。西暦1世紀には、普遍的教会ははっきり目に見えた
かもしれないが、例えば中世においてそれを見ることは、はるかに難しく、複雑で
ある。
　それゆえにアドベンチストは、神の真の教会という概念を自分たちの教派に限
定しないし、機械的にそれを拡大してほかのキリスト教会に当てはめることもしない。
神の真の教会は、真にキリストを信じる個人で成り立っている。その一方でアド
ベンチストは、自分たちが黙示録12：17や12章から14章に出てくる終わりの時
代の目に見える特別な神の残りの民だと主張する。この残りの民は、地域的な特
徴とともに普遍的な特徴も持っている」（エッケハルト・ミューラー『新約聖書の
教会の普遍性』〈アンヘル・Ｍ・ロドリゲス編『教会のメッセージ、使命、一致』
収載〉37ページ、英文）。

話 し合 いのための 質 問

❶	あなたの教会は、ほかのクリスチャンたちと協力したことがありますか。それは
うまくいきましたか。適切なときに、私たちに与えられた真理を妥協させること
なく、いかに彼らと協働することができるでしょうか。

ヨハネ17章におけるイエスの大祭司の祈りは、今日でも教会の一致
を気にかけておられることを思い出させるものです。イエスの祈りは

私たちの祈りとなるべきであり、私たちは神の言葉に対する信仰を堅固にする方
法を模索しなければなりません。また相互愛が、（たとえ神学的な違いがあろうと、
ほかのクリスチャンたちも含む）すべての人との関係を特徴づけるべきです。

まとめ


